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	J-REITのESG開示情報をテキストマイニング
	＜共起ネットワークによる全体像の可視化＞
	3.2　グルーピング
	ネットワーク図作成の結果、5単語以上が繋がった①～⑤のグループと、それ以外の5単語以上の繋がりはないが、一定以上の頻度で出現する語群（⑥その他）に分類することができた。以下で各グループについて簡単に説明している。
	① 外部環境認証取得への取り組み
	図の中心部で、紫色でグルーピングされた部分であり、「環境-認証-評価-取得」等の単語の繋がりが見られる。これらは主にGRESB0F （グローバル不動産サステイナビリティ・ベンチマーク）やDBJグリーンビルディング認証など外部評価機関からの認証取得状況や、その取得方針について記載した文章から抽出されていることが原文から確認できた。J-REITでは保有物件ごとにDBJグリーンビルディング認証等の外部認証を取得し、各々について開示していることからも出現頻度が高くなったと考えられる。
	② 資産運用会社のESG推進体制の整備
	図の右方で、ピンク色でグルーピングされた箇所で、「サステナビリティ-推進-体制-ガバナンス-整備」等の単語が見られる。これは、各ESG取り組みを行う上で基盤となる社内体制の整備（サステナビリティ委員会、サステナビリティ方針の設定等）について記載した文章が多いことを示しているとみられる。
	③ エネルギーや資源の使用量削減、建物の省エネ性能等
	図の左方で、オレンジ色でグルーピングされた箇所で、「エネルギー‐資源‐廃棄物‐建築‐性能」等の単語が見られる。これは、ESGのE（環境）の取り組みの部分で、電気等のエネルギーや水等の資源の使用量削減や、そのための設備効率や建物の環境性能の向上について述べられた文章が多いことを示しているとみられる。また、①や②と比べて小さな円が多数結びついているのが、このグループの特徴であり、各項目の説明にかかる文章量はそこまで多くはないものの、細分化された項目が数多く存在する取り組みであることがわかる。なお、本...
	④ 地域社会やテナントとの関係構築
	図の下方で、緑色でグルーピングされた箇所で、「社会‐貢献‐活動‐地域‐企業‐テナント」等の単語が見られる。これは、ESGのS（社会）の取り組みである社会や地域への貢献活動（ボランティアやイベントの主催等）やテナント満足度向上のための取り組み（テナント満足度調査の実施等）に関する記述が多いことを示している。
	⑤ 管理体制や規定整備（利益相反等防止策等）
	図の上方で、青色でグルーピングされた箇所であり、「規定‐取引‐利益相反‐内部‐監督‐役員」等の単語が見られる。これは、ESGのG（ガバナンス）の取り組みをまとめたグループであり、利害関係取引や利益相反防止に関する規定整備や、執行役員や監督役員等の役員構成、内部監査等に関する記述が多いことを示している。
	⑥ その他
	その他については、様々な文書・文章において広く用いられている単語や、独立した箇所（専用のページや段落、写真の説明文等）で解説されることが多い単語が分類されたと考えられる。図1からは「環境負荷低減、リスク管理、マテリアリティ（重要性の高いESG課題）の認識、グリーンボンド（環境債）等での資金調達、IR（情報開示）、コンプライアンス委員会の設置、LED照明、防災」等の8つの取り組みを示す単語群が見られた。
	4. 最後に

